
２００７年３月２１日から２３日にかけて，東京

都世田谷区にある武蔵工業大学世田谷キャンパ

スにおいて２００７年年会が開催された。開催場

所となった武蔵工業大学（写真１）は，品川か

ら一駅目の大井町から１５分程度，渋谷からで

も同程度の東急尾山台駅から徒歩１０分の距離

に位置している。都心からのアクセスの利便性

の割に，近くにあるセレブの町自由が丘や二子

玉川，高級住宅街の田園調布同様昔から閑静な

住宅街として知られており，学び研究する環境

としては申し分ないところである。隣町の等々

力は東京都区内では珍しい全長約１kmの渓谷

であることは武蔵工大の関係者から聞いて初め

て知った。この近辺は変に都会化しておらず，

緑と調和が取れた居心地のよい町並みである。

さて，表記年会ではテーマとして，

Ａ，Ｂ．エレクトロニクスセラミックス

Ｃ．エネルギー関連材料

Ｄ．エンジニアリングセラミックス

Ｅ，Ｇ．プロセス

Ｆ．ガラス・フォトニクス

Ｈ．セメント

Ｉ．キャラクタリゼーション，生体関連

Ｊ．環境・資源関連材料

Ｋ．教育，陶磁器

の構成となっており，今回は，口頭発表４７２件

（各受賞講演を含む），ポスター発表１２６件が行

われた。これらに加えて，特別講演として，「文

部科学省の元素戦略施政」と題して文科省研究

振興局高橋雅之室長が，「希少元素３R代替施

政」と題して経済産業省製造産業局岩野宏室長

が講演された。産学官交流レクチャーならびに

ユーザーサイド２００７と題した講演（各２件）
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もなされ，材料の入口出口戦略も大いに討論さ

れた。この中でガラス・フォトニクス関連の発

表は６２件であった。今年の年会の発表内容で

は，ガラス関連ではガラスの構造に関するもの

と発光に関する発表が目を引いた。

ガラス構造関連において特に興味深かった発

表は，豊田工大・豊田中研の山下達弥先生ご発

表の「Tb３＋―Yb３＋共付活 CaF２微結晶含有オキ

シフルオライドガラスセラミックスの発光特

性」であった。Judd―Offelt 理論（本誌Vol．１７

No．４，pp．４０―４３（２００２）にて九州大の武部先

生に解説頂いたことがあるので参照されたい）

から希土類イオンのガラス中の短距離秩序 Ω２
パラメータを解析し，熱処理のアップコンバー

ジョン増大効果を考察していた。ただ，どの程

度の希土類フッ化物が母結晶となるCaF２内に

取り込まれているか（付活されたか）量的な議

論が無かったのは残念である。CaF２に取り込

まれている希土類フッ化物の量はガラス作成時

に仕込んだ量に比べて少ないと考えられるの

で，CaF２への微量の希土類添加でこれほどの

効果が出てくるというのは非常に興味深いこと

である。この発表以外にも，XAFSや XPSな

ど光学的測定により特定添加金属と酸素の結合

距離や価数を決定しながらガラス構造を議論す

る発表が多かった。また，岡山大の難波先生ご

発表の「ボロシリケートガラスの構造に及ぼす

塩基度の影響」は，ガラス内の四配位ホウ素の

全ホウ素量に対する割合と塩基性の相関性とい

う新しい視点でガラス構造を考察する研究であ

り，ホウケイ酸ガラスを取り扱う研究者にとっ

ては非常に興味深い結果であった。

発光ガラスに関連する発表で興味深かったの

は，２００５年度学術賞受賞講演である京都工繊

大の角野先生ご発表の「特異な光機能を有する

ガラス材料の研究―非酸化物ガラス―」であっ

た。希土類イオンを含有する硫化物ガラス（Ga２

S２―GeS２―La２S２）においては，吸収端が５００nm

と比較的短波長にあるため，上記組成の La の

位置を他の希土類イオンに置換することで希土

類イオンの f―f 遷移が観察される。さらに興味

深いのは１０mol％という高濃度で希土類イオ

ンを添加でき，多フォノン緩和が他の非酸化物

ガラスに比べて低いことも特色の一つというこ

とである。

これの他にも蛍光ガラス関連では，結晶化ガ

ラスの発光特性の研究（「Y２O３：Eu３＋をドープ

した SiO２―B２O３―Na２O系結晶化ガラスの蛍光特

性」藤中ら）やナノ超微粒子半導体発光体分散

ガラス（「半導体ナノ粒子分散ガラス薄膜の発

光輝度評価方法」村瀬ら）などガラスと蛍光体

に関する研究が興味深い内容であった。

ポスターセッションは武蔵工大アリーナにて

行われた（写真２）。発表件数が１２０件以上と

いうこともあり，広いアリーナ会場を一杯に使

ってのセッションとなった。

コーヒーの無料サービスもあってリラックス

でき，活気の中に和やかな雰囲気のある討論と

なった。

例年の年会では修士課程に進学（在学）する

学生さんの発表が目立つが，今回も（恐らく学

会デビューであろう）学生の発表が多数あっ

た。時々頭をひねる発表も見受けられ，現役研

究者の厳しい質問に固まってしまう学生もいた

が緊張した面持ちで発表される新人を傍らでみ

ていると，自分自身の駆け出しの頃を思い出し

てほほえましく感じることがあった。

２日目夕方より，写真展最優秀賞表彰の後，

写真２ アリーナでのポスターセッション風景
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ツタンカーメンの謎の宝石 

　標題は、今年、１月24日貉に、NHK教育テレビの「地球ドラマティック」で放映され

た番組のタイトルである。もとは、2006年に英国で制作された番組。 

　ツタンカーメンの首飾りについている萌黄色のスカラベは、宝石といわれていた。ス

カラベは、糞転がしコガネムシで、復活の象徴である。けれど、科学的に分析した結果、

ガラスと判明した。そして、当時のエジプトのガラスとは異なるものだった。その成因は、

はるか宇宙からの隕石が大気圏に突入した時、ちょうどエジプト上空で爆発し、その時

のエネルギーで砂がガラス化したものだ…という仮説である。古文書に、砂漠の中に宝

石がたくさんある、と書かれていたり、サハラ砂漠の砂以外に何もない所に、突如、ガ

ラスがあったりする不思議の謎解きである。 

　アメリカの核実験後に、砂漠の砂がガラスとなった例が

あるそうで、この仮説に信憑性が加わってくる。エジプト

人は、そのガラスを磨き上げてスカラベにしたとの事。薄

緑色に輝くガラスは、当時は大変貴重な宝物だったのだろう。

なんとも壮大で、時空を超えて、ピカッと光る話ではないか。 

（OCNブログ人：「風のたより」を参考） 

（出典：フリー百科事典「ウイキペディア」） 

懇親会が武蔵工業大カフェテリアで盛大に行わ

れた。残念だったのは，壇上でお話された方々

の音声が（エコーのかかりすぎで）よく聞き取

れず，今秋の秋季シンポジウムならびに来年の

年会の紹介が十分に伝わらなかったことだ。こ

れを除けば，料理や飲み物が十分に供され，参

加人数に対して適当な広さの会場だったので非

常に満足できるものとなった。
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